
 

全国で活躍している検疫探知犬

は、何頭でしょうか? 
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 都内で鹿のヨーネ病発生がありました。ヨーネ病は、反芻獣が感染する伝

染病で感染してから発症までの期間が一般に長く、畜主の気が付かない間に保

菌動物が排泄するヨーネ菌により農場が汚染され感染が拡大します。 

都内の牛のヨーネ病の発生は、平成21年が最後ですが、全国的には多数発生

しており、都内移導入牛検査や定期検査による感染牛の早期発見が重要です。

今後も、導入牛や帰還牛は必ず検査を受けるようにしてください。 

また、導入元農場のヨーネ病の状況はカテゴリー証明により確認でき

ます。カテゴリー証明については次号でご説明します。 

都内でヨーネ病発生 

MAFFアプリを活用してみましょう 

 「MAFFアプリ」は農業者と農林水産省をつなぐ新たなコミュニケー

ションツールです。農林水産省から農業に役立つ情報が農業者のス

マートフォンに届いたり、農業者から現場の情報を届けることができ

ます。気象庁から「熱中症警戒アラート」が発出

された場合、自動で通知される機能が追加されま

した。梅雨明け後、人も家畜もつらい暑さが続い

ています。暑熱対策をする際にアプリを活用して

みてはいかがでしょうか。 

ドイツのアフリカ豚熱、近県の豚熱発生状況 

 7月16日、ドイツ東部ブランデンブルグ州の農場でアフリカ豚熱（ASF）が発生

し、続発も確認されています。同州では昨年9月以降、野生イノシシのASF発生が

確認されていましたが、農場での発生はありませんでした。ASFの発生状況の詳

細については、下記URLをご確認ください。 

 また、国内の豚熱については、神奈川県相模原市の農場における発生や山梨県

のイノシシ(7月に2頭)で感染が確認されるなど、リスクが高い状況にあります。

引き続き、野生動物侵入防止対策をはじめとした衛生管理の徹底をお願いしま

す。 (農水省HP：ASF発生状況):https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/asf.html 
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 先日号外でお知らせした、神奈川県での豚熱発生農場の概要です。 

発生概要 

 6月中旬に導入した離乳豚群で下痢が確認され、その後、複数の豚房で数頭の

死亡確認。治療を行ったが、死亡が継続。 

7月7日、豚熱ワクチン接種の際（発生確認された豚舎）、下痢や死亡個体が確認

されたたま病性鑑定を実施したところ豚熱と確認。 

7月8日から実施していた豚熱発生農場等の防疫措置（飼育豚の殺処分（4,109

頭）・レンダリング処理、排泄物等の処理、及び農場の消毒）は、7月21日にす

べて終了したと発表されました。 

疫学調査結果 

 疫学調査チームの現地調査では、以下のような状況が報告されています。 

〇従業員や飼料業者は農場立ち入り時に専用の靴・服を着用していたが、手指の

消毒は未実施。 

〇各豚舎への立ち入り時には踏み込み消毒は行っていたが、 

以下の項目は未実施 

・豚舎専用の靴への交換 

・豚舎毎の専用作業着への交換 

・手袋の交換・手指の消毒 

〇豚の豚舎間の移動では、子豚は、洗浄・消毒したケージで運搬していたが、肥

育豚の移動では豚舎間を歩かせ、通路の消毒は未実施 

〇離乳豚舎で使用する給餌車が豚舎に出入りする時の洗浄・消毒が未実施 

 

専用の靴への交換は、畜舎への病原体持ち込みを防ぐことができる重要な対策の

一つです。 

神奈川県の豚熱・防疫措置完了 

お知らせ 

東京都農林水産部食料安全課の取り組みの一環で、東京産食材の紹介＆キャンペーン用ウェブサイト

が公開されました。 

また、東京メトロの車内ビジョンにおいて、東京産食材をPRする15秒CM(畜産編)を7月26日～8月8日

の間放映していますので、 ぜひご覧ください。 

「東京産食材を食べよう！TOKYO FOOD SELECTION」 
 https://tokyo-shokuzai.jp/ 

クイズの答え ② 検疫探知犬とは、航空機の乗客の手荷物の中から動物検疫の検査を必要とする肉製品（ハ

ム、ソーセージ類）や農産物を嗅ぎ分けて発見する訓練を受けた犬です。 

日本では、平成17年12月に成田空港に初めて導入され、その後主要空港に導入されました。令和元年には53頭で

したが、令和3年3月時点で140頭体制となり活躍しています。 

①検疫探知犬について： 

https://www.maff.go.jp/aqs/job/detectordog.html 

②動物検疫の輸出入検査等に係る不適切な事例(畜産物の摘発事例)： 

https://www.maff.go.jp/aqs/topix/futekisetsujirei.html) 

  
①検疫探知犬 ②摘発事例 

https://tokyo-shokuzai.jp/

